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 せっ
石けんのないとき、

なに

何を
つか

使って
よご

汚れを
お

落としたの 

●灰汁（あく）を
つか

使って、
よご

汚れを
お

落とした 

 
せっ

石けんのない
じ だ い

時代には、おもに灰汁（あく）を
つか

使って
せん

洗たくをしていました。
あ

灰
く

汁は、
はい

灰

を
みず

水にひたしたときにできる、
うわ

上ずみ
えき

液です。アルカリ
せい

性で、
せん

洗たくや
そ

染め
もの

物に
つか

使われてき

ました。そのほか、
き

木の
み

実や、
こめ

米のとぎ
じる

汁、アズキの
こな

粉なども
つか

使われました。 

 ずっと
むかし

昔のころの
せん

洗たくは、
みず

水の
なか

中に
い る い

衣類をひたし、
みず

水の
なか

中で
い る い

衣類をもんだり、
あし

足でふ

んだり、また、
ぼう

棒でたたいたりしていました。
せん

洗たく
もの

物を
かわ

川に
も

持っていき、
い る い

衣類を
みず

水にしず

め、
あし

足でふみ
あら

洗いし、それをよくしぼってから、
か わ ら

川原に
ひろ

広げて
ほ

干したのです。 

 日本でも
ふる

古くから
かわ

川や
みずうみ

湖 のほとりで、
せん

洗たくをしていました。日本では、
い る い

衣類を
まるあら

丸洗い

せずに、
い ふ く

衣服をほどいて
あら

洗っていました。その
ご

後、
い

井
ど

戸をほる
ぎじゅつ

技術が
はったつ

発達すると、
せん

洗たくは、
い

井
ど

戸のそばで
おこな

行われるようになりました。さらに、いろいろな
せん

洗たく
ど う ぐ

道具が
う

生まれ、たら

い、ひしゃく、
せん

洗たく
いた

板、
て

手おけなどが
つか

使われるようになりました。そのころは、たらいと
い

井
ど

戸
みず

水を
つか

使った、もみ
あら

洗いが
ちゅうしん

中心でした。 

 
せん

洗たく
き

機が、いっぱんの
か て い

家庭でも
つか

使われるようになるまで、
せん

洗たくの
ほうほう

方法はあまり
か

変わり

ませんでし
 

た。 

●
せっ

石けんの
はじ

始まり 

 
いま

今から
やく

約５０００
ねんまえ

年前に、シュメール
じん

人たちは、
き

木を
も

燃やしてできた
はい

灰を
つか

使って、
い る い

衣類に

ついた
あぶら

油を
お

落とす
ほうほう

方法を
かんが

考えました。その
ご

後、
どうぶつ

動物の
にく

肉を
や

焼くときに
で

出る
あぶら

油を
はい

灰に
ま

混ぜ

ると、
せっ

石けんができることを
はっけん

発見しました。これが、
もっと

最も
ふる

古い
せっ

石けんの
き ろ く

記録といわれてい

ま
 

す。（監修・田代  脩）                             

                              

 


